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審査結果要旨

ウルソデオキシコール酸は親水性胆汁酸製剤であり、炎症性肝疾患に対し

て古くから用いられてきています。従来、ウルソデオキシコール酸の薬理

効果はその利胆作用及び肝細胞保護作用によるものと考えられていました

が、最近その免疫調節作用に注目が集まっています。著者らは、ステロイ

ﾄﾞの免疫抑制作用との類似性からウルソデオキシコール酸とグルココルチ

コイド受容体との関連に着目し、結合部位、作用の相同性についてウルソ

デオキシコール酸とステロイドの間で詳細に比較検討を行い、結果を論文

として報告しています。ステロイドには強力な抗炎症作用がありますが、

代謝、内分泌に対する作用も併せ持っておりこれらが副作用となって問題

になります。本論文の結果は、ステロイドの作用を分離した、純粋な抗炎

症薬の可能性を示唆するものと考えられました。
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